
 
 
 

現職者対象・リハビリ研修 
 

研修地： カリフォルニア州ロサンゼルス近郊 

対象： 理学療法士、作業療法士、言語聴覚療法士、 

リハビリ病院勤務医師、看護師、大学・専門学校  

理学療法・作業療法・言語聴覚療法学部教員 

 

 

 

 

✔ 研修内容（ニーズに合わせてカスタマイズ可、裏面のサンプルスケジュール参照） 
 

  

患者セッション見学やデモストレーションを多く盛り込み、神経疾患、整形、スポーツ医学、小児など幅

広いエリアの最新リハビリ療法について学べる実践的プログラム 
 

患者セッション見学を多く取り入れ、実際の症例を通して米国のリハビリがどのように実施されているのか体感

できます。その場で療法士に質問ができるのでよく理解できます。 

 
  

 脳損傷、脊椎損傷、脳卒中、小児の筋神経疾患などで世界的に有名で、全米でもベスト１０に入る

国立リハビリセンターの現場視察と療法士とのディスカッション 
この施設で開発されたリハビリ療法技術が数多く世界中で活用される国立リハビリセンターで、患者セッショ

ンや療法士とのディスカッションを通して最新リハビリ技術が学べます。 ロボット技術を活用したリハビリ療

法や、先端補助器具なども紹介します。 

 学生用には現地リハビリ学生との交流会やボランティアも設定できます。 
 

 

✔ 「ここが違う！」ミレニアのアメリカ医療研修 
 

① 職人技コーディネート 
長年の医療研修実績から培ったノウハウで、お客様の研修希望内容を 

 しっかり把握し、講師や視察現場スタッフと何度も事前に打ち 

 合わせ、万全に準備します。 

 

② とにかくわかりやすい！通訳 
 日米の医療現場を熟知し、インタビュー能力の優れたプロだから 

 こそできる通訳。米国人現場スタッフと自由に意思疎通ができる 

 から、ストレスがありません。 

 

 

✔ 過去の研修参加者のコメント 

「この研修で米国ではリハビリでゴールを明確にして、期間中にゴールが達成できるように集中して患者がリハビリ

に取り組んでいたので、自分の病院でもそのように変えていきたい。 また、他のスタッフに分かりやすいように転

倒リスクの表示を色分けして掲示したり、ホワイトボードで患者のリハビリスケジュールを管理したりというアイデア

はすぐにでも実行したい。」 （地域急性期病院 リハビリ部門主任） 

 

       ミレニア・エデュケーション 



 

✔ サンプル・スケジュール 

 午前 午後 

1 

講義  現場視察① 大手急性期病院 

    

 ◆ 米国医療制度概要  ▪リハビリ部門概要のプレゼンテーション 

     - 各医療サービスと患者の流れ・日米比較   

     -在院日数短縮等の医療システム変換  ▪現場視察・患者セッション見学 

    - 医療保険制度と近年の医療保険改革  （内容例：脳卒中リハビリ病棟、整形リハビリ病棟など） 

    （公的医療保険・民間医療保険）    

   ▪管理者とのディスカッション 

    （選択トピック例） 

   －サービス開始から終了までの作業の流れ 

   －アセスメント方法とリハビリ計画作成・評価 

   －患者教育の実際 

2 

現場視察② リハビリ専門病院 引き続きリハビリ専門病院にて 

    

 ◆ 療法士による講義・質疑応答  ▪現場視察・患者セッション見学 

  （理学・作業・言語療法など参加者の希望により設定）  （主に脳損傷、脳卒中、脊椎損傷などの神経疾患の療法） 

   

  （トピック例）  ▪ロボット技術を活用したリハビリシステム紹介 

     - 米国で療法士になる為の過程・ライセンス制度 
 

     - 職業展開   ▪療法士とのディスカッション 

     - 米国で実施されている最新療法の紹介  （選択トピック例） 

     - 症例検討  －当施設で実施されているリサーチの紹介 

   －スタッフ教育 

   －現場の課題と対策、具体例 

   

   ▪リハビリ技術センター＆モデルルーム見学 

    （先端補助器具の紹介、住宅改造モデルなど） 

  

  ▪シーティングラボの見学と車いすの試乗体験 

  

  ▪ウェルネスセンター 

   （退院後の社会復帰支援プログラム） 

3 

現場視察③ 外来リハビリセンター 引き続き外来リハビリセンターにて 

    

 ▪施設内ツアー  ▪患者セッション見学（整形） 

    

 ▪療法士によるデモストレーション・実習  ▪療法士によるデモストレーション・実習 

 （内容例：徒手、セラピー用器具、テープなどを使用した   （理学・作業・言語療法など参加者の希望により設定 

  最新テクニックの紹介）    脳疾患、整形、スポーツリハビリなど）  
  

   ▪療法士との質疑応答・ディスカッション  
   
 ◆ 研修のまとめ  
 ◆ アメリカリハビリ研修 修了書の授与 

 

視察先の事情により、研修先・内容が変更になる場合がありますので、予めご了承ください。 

作成： ミレニア・エデュケーション Copyright © Millennia Education 2018 本紙の無断複写・改造を禁止します。 

 

 >> お問い合わせ 

    ミレニア・エデュケーション 
   MILLENNIA EDUCATION 
   info@iryo‐kenshu.com 
 


